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［要約］VUCA（Volatility〈変動性〉・Uncertainty〈不確実性〉・Complexity〈複雑性〉，Ambiguity〈曖昧性〉の

頭文字をとった造語）な世界で満足のいく人生を過ごしていくためには，生徒が自分自身と他者そして地球全体

を考えたウェルビーイングの実現に向けて，行動を意思決定する学びが必要である．このような学習者を育成す

るには，各教科での学習を実社会での問題発見・解決に生かしていくための探究的・教科横断的な学習が必要で

あると考え，本研究では「ヒト型ロボットの可能性を探る」をテーマに実践を行った.この実践を通してエージェ

ンシーを発揮して，変革を起こす力を持った生徒の育成のために，探究の型を用いた授業設計と，日常生活・社

会との関連を重視した探究的な学習に取り組むことの有用性について，成果と課題を検討した． 

［キーワード］エージェンシー，ウェルビーイング，教科横断的な学習，STEAM教育，PBL，探究学習 

Ⅰ．はじめに 

白井(2020)は，VUCA な世界でよりよい未来を創造

できるようにするには，生徒が自分自身と他者そして

地球全体を考えたウェルビーイングの実現に向けて，

行動を意思決定する学び（エージェンシーを育むこと）

が必要であると主張している．エージェンシーとは，

変革を起こすために，自分で目標を設定し，振り返り，

責任をもって行動する能力である． 

理科は，自然の事物・現象を学習の対象とする教科

である．学習指導要領の理科の目標には，「自然の事

物・現象に進んでかかわり，目的意識をもって観察，

実験などを行い，科学的に探究する能力の基礎と態度

を育てるとともに自然の事物・現象についての理解を

深め，科学的な見方や考え方を養う」とある．学習指

導要領の改定の趣旨にも，「生徒が目的意識をもって

学習を進め，学習の結果，何が獲得され，何が分かる

ようになったかをはっきりさせ，一連の学習を自分の

ものとすることができるようにすることが重要であ

る」とあるように，理科学習においては「目的意識を

もって」ということが重要視されている． 

これらのことから，「探究する能力や態度を身に付

けること」「生徒の当事者意識の醸成（自分の学びを，

自分ごと，自分たちごととして考えること）」は，研究

主題を達成するために必要不可欠であると考え，探究

の型を用いた授業設計と，日常生活・社会との関連を

重視した探究的な学習に取り組むことの有用性につ

いて，成果と課題を検討した． 

Ⅱ．研究の方法 

1．対象と期間

中学3年生（男子63名，女子61名）を対象に2022

年 7 月 7 日～2023 年 2 月 17 日に計 7 回の授業実践を

行い，後日，Google フォームでアンケートを行った． 

2．研究方法 

2．1．日常生活や社会とのつながりが実感できるプロ

ジェクト学習 

教科の枠を越えて，学ぶことと自分の人生や日常・

社会とのつながりを実感できる単元をデザインした．

昨年度，実施したプロジェクト学習（テクノロジー×

防災プロジェクト）では，教師主導の学習内容であり，

生徒の当事者意識の醸成にまでは至っていないこと

が課題であった．そこで，本研究では，お互いに教え

たり学んだりするプロセスを教師と生徒が一緒に作

っていくことを重要視した． 

2．2．探究の型を用いた授業設計 

探究の型をフレームワークとして用いた協働プレ

ゼンシート，個人実験レポートを作成させることで，

AARサイクル(見通し・行動・振り返り)を生かした授
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業を設計した.図１は，使用した探究の型（フレーム）

である． 

【探究の型（フレーム）】 

①課題：この時間に生徒が解決したい問い． 

（例 ○○○○は△△△△△だろうか？） 

②仮説：課題の答えの予想とその理由 

（日常生活やこれまでの学習から予想する．） 

③事物・現象：実験から導き出された結果 

（箇条書きで書く．図や表を用いるとGood） 

④分析・解釈：結果から課題を解決するために考察・

推論されたもの（事物・現象と相対して書く．） 

⑤結論：実験・観察を通して導き出された答え 

（課題に対する答えが入る．） 

⑥振り返り・次時への見通し 

（次への見通し，反省，課題，改善点などを書く．） 

図1 探究の型（フレーム） 

2．3．一人一台端末を活用した評価とフィードバック

の工夫 

昨年度実施したロイロノート・スクール（以下，ロ

イロノート）を活用したデジタル OPP（One Page

Portfolio）シート（図2）を用いた評価方法では，生徒

が自己評価を記入したり，教師が評価を集めたりする

ことに多大な時間と労力が掛かることが課題であっ

た．そこで，本研究では，取り組みの方向性は継続し，

「学習のための評価」（形成的評価）「学習としての評

価」をより，効果的かつ効率よく行えるか，どうすれ

ば信頼性・妥当性のある評価になるか，一人一台端末

での評価とフィードバックの工夫について改善を行

った．図 3 が本年度実施した Google スプレッドシー

トを用いたデジタルポートフォリオである．  

図 2 昨年度まで使用していたデジタルポートフォリオ 

Ⅲ．結果 

1．プロジェクト計画（全7時間）

ヒト型ロボットの可能性を探る（第3学年） 

時間 教科 学習活動 

１ 理科 
第1回「ヒト型の機能性を考える」

(理科:生物領域) 

２～３ 
理科・技術 

保健体育 

第2回「ヒトの動きを科学する」 

(理科:物理領域) 

４ 
理科 

技術 

第3回「宇宙でのロボット活用」 

(理科:地学領域) 

５～７ 
理科 

総合 

第 4回「よりよい未来を創造する

ロボット活用」 

図3 本年度使用したデジタルポートフォリオ 
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2．授業の実際 

2．1． 第1回「ヒト型の機能性を考える」 

ア パフォーマンス課題

ヒトは，なぜこのような機能・形状に進化してきた

のだろうか？他の生物との比較や，ダーウィンの自然

選択説を参考に，どのような環境に適応したのか，科

学的根拠を基に説明してください． 

イ 展開（1時間構成）

①情報収集（グループで視点を変えて収集） 

（視点）頭の機能と形状・手の機能と形状・脚の機能

と形状・ヒトとサルの違い 

②報告 

③ヒトの進化の未来を考える． 

④個人レポート作成 

ウ 生徒成果物

図4 頭の機能と形状について情報収集（生徒作品） 

図5 ヒトの進化の未来を考える（生徒作品） 

2．2． 第3回「ヒトの動きを科学する」 

ア パフォーマンス課題

前回のプロジェクト学習で生物領域パフォーマン

ス課題「ヒト型の機能性を考える」として，進化の過

程から機能性について学習しました．今回は第2回「ヒ

トの動きを科学する」です．ヒトの動きの巧ち性につ

いて，科学的に考えていきましょう． 

ヒトの動き（走る・投げる・跳ぶ）を科学的根拠に

基づいて説明してください． 

イ 展開（2時間構成）

①問題解決の見通しを立て，生徒主体による探究活動

を行う． 

図6 問題解決の見通しの視点 

②体育・理科・ロボット工学のゲストティーチャーの

アドバイスを受け，よりよい問題解決になるよう修正

する． 

③探究結果の全体報告を行い，ゲストティーチャーか

ら講評を受ける． 

ウ 生徒成果物

図7 ヒトの動きを科学する（生徒作品） 
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2．3． 第3回「宇宙でのロボット活用」 

ア パフォーマンス課題

あなたは，ロボット開発エンジニアチームの一員で

す．今回は，JAX○からの依頼で，宇宙で活躍できるヒ

ト型ロボットのプロトタイプを設計することになり

ました．JAX○は，人類宇宙進出プロジェクトの一環で，

太陽系の天体でのヒト型ロボットの宇宙実験を計画

しています．下記の太陽系天体をチームで分担して，

それぞれの天体に応じたロボットを設計してくださ

い． 

木星 土星  天王星 海王星 金星 火星 水星 

ガニメデ タイタン カリスト イオ 月 

冥王星 エウロパ トリトン ハレー彗星 

イ 展開（1時間構成）

①情報収集として，仕様書1（図8）を作成する． 

②ロボット設計として，ゲストティーチャーのアドバ

イスを受け仕様書2（図9）を完成させる． 

ウ 生徒成果物

図8 仕様書１（タイタン担当 生徒作品） 

図9 仕様書2（タイタン担当 生徒作品） 

2．4． 第4回「よりよい未来を創造するロボット活用」 

ア パフォーマンス課題

これまでヒト型ロボットの可能性について様々な

場面で考えてきましたが，いよいよ最終回です．今回

の課題は「よりよい未来を創造するロボット活用」で

す．よりよい未来とは，どのようなものか．そこにロ

ボットがどう関わるのか．自分たちの手で素敵な未来

を創造してください． 

イ 展開（3時間構成）

①情報収集として，企画書を作成する． 

②企画書を基にプレゼン資料を作成する． 

③コンペ方式でオンライン発表会を行う． 

ウ 生徒成果物

図10 発表の様子 

図11 オンライン発表会資料 

Ⅳ．アンケート結果及び考察 

1．日常生活や社会とのつながりが実感できるプロジ

ェクト学習について 

今回のプロジェクト学習について，「エージェンシ

ーを発揮する力の育成において，有効的な学習活動に

ついて， 5 段階評定（1.「有効でなかった， 2.「あ

まり有効でなかった」，3.「どちらともいえない」， 4.

「まあまあ有効であった」，5.「とても有効であった」）

で尋ねた（表1）． 

 回答結果（図12）より，「まあまあ有効だった」を

含めた肯定的な回答の割合が高かったものは，上位か 
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表1 質問項目 

・氏名を記入してください．

研究主題「エージェンシーを発揮して，変革を起こす生徒の育成」に関するアンケート 

 本校では，エージェンシーを「 自分たちが実現したい未来（ウェルビーイング）の実現に向けて現状をよりよくする力」と捉え

ていいます．ヒト型ロボットプロジェクトを通して，「エージェンシーを発揮する力」が育成されたかどうかについて，あなたの考

えに最も近いものを選択してください． 

1. エージェンシーを発揮する力の育成において「教員による講義型学習」は，あなたにとってどの程度有効でしたか

1)有効でなかった 

2)あまり有効でなかった 

3)どちらとも言えない 

4)まあまあ有効だった 

5)とても有効だった 質問 12までの選択肢は質問 1 .1)～5)と同じものである． 

2. エージェンシーを発揮する力の育成において「学び合いによる学習者中心の学習」は，あなたにとってどの程度有効でしたか

3. エージェンシーを発揮する力の育成において「映像教材（動画）を中心とした学習」は，あなたにとってどの程度有効でしたか

4. エージェンシーを発揮する力の育成において「実験・観察を中心とした学習」は，あなたにとってどの程度有効でしたか

5. エージェンシーを発揮する力の育成において「インターネットで調べる学習」は，あなたにとってどの程度有効でしたか

6. エージェンシーを発揮する力の育成において「専門家とつながる学習」は，あなたにとってどの程度有効でしたか

7. エージェンシーを発揮する力の育成において探究の型を用いた「レポート，プレゼンシートを作成する学習」は，あなたにとっ

てどの程度有効でしたか

8. エージェンシーを発揮する力の育成において「他者との交流で自分の考えを表現する学習」は，あなたにとってどの程度有効で

したか

9. エージェンシーを発揮する力の育成において「パフォーマンス課題やSDGsなど社会や日常の問題に取り組む学習」は，あなたに

とってどの程度有効でしたか

10. エージェンシーを発揮する力の育成において「問題演習（練習問題などを解く）」は，あなたにとってどの程度有効でしたか

11. エージェンシーを発揮する力の育成において「塾（家庭教師なども含む）での講義」は，あなたにとってどの程度有効でしたか

12. エージェンシーを発揮する力の育成において「デジタルポートフォリオでの学びの振り返り（学びログの作成）」は，あなたに

とってどの程度有効でしたか

13.あなたのヒト型ロボットプロジェクトの活動の参画（参加）は，次の1～8のどれに当てはまりますか？ 

1)操り参画 

2)お飾り参画 

3)形式的参画 

4)与えられた役割の内容を認識した上での参画 

5)大人主導で子どもも意見提供ある参画 

6)大人主導で意思決定に子どもも参画 

7)子ども主導の活動 

8)子ども主導の活動に大人も巻き込む 

14．探究の型を用いた「レポート，プレゼンシートを作成する学習」で，どのような力が身につきましたか（自由記述） 

15．本年度使用した「デジタルポートフォリオでの学びの振り返り（学びログの作成）」について，昨年度と比べての感想を教えて

ください．（自由記述） 
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質問項目1～12エージェンシーを発揮する力の育成において「XXXXX」は,あなたにとってどの程度有効でしたか.N=99 

項目 平 均 標準偏差 天井効果 

2.「学び合いによる学習者中心の学習」 4.49 0.63 ＊ 

8.「他者との交流で自分の考えを表現する学習」 4.49 0.72 ＊ 

4.「実験・観察を中心とした学習」 4.44 0.61 ＊ 

9.「パフォーマンス課題や SDGsなど社会や日常の問題に取り組む学習」 4.32 0.77 ＊ 

6.「専門家とつながる学習」 4.13 0.82 

5.「インターネットで調べる学習」 4.01 0.80 

1.「教員による講義型学習」 3.74 0.84 

10.「問題演習（練習問題などを解く）」 3.71 0.81 

7.探究の型を用いた「レポート、プレゼンシートを作成する学習」 3.70 0.97 

3.「映像教材（動画）を中心とした学習」 3.61 0.88 

11.「塾（家庭教師なども含む）での講義」 3.48 0.92 

12.「デジタルポートフォリオでの学びの振り返り（学びログの作成）」 3.04 1.04 

図12 エージェンシーに関するWeb調査の回答結果 

質問項目13 あなたのヒト型ロボットプロジェクト学習の活動の参画（参加）は，次の1～8のどれに当てはまりますか.N=99 

図13 プロジェクト学習の活動参画に関するWeb調査の回答結果 

質問項目14．探究の型を用いた「レポート，プレゼンシートを作成する学習」で，どのような力が身につきましたか.（自由記述） N=85 

・図を用いたりわかりやすくしたりなど工夫する力 

・根拠があり説得力があるような説明ができるようになった。

・また、問題発見、自分の予想、結果、分析…という流れを通したレポート作成によってその流れがごく普通になり、どの教科でも似たよう

な感じで考えれるようになった。

・また、どうすれば相手に納得してもらえるか考えたり説得力のあるプレゼンをつくることができました。

・レポートなどを作ることによって自分が考えていたことを端的にまとめることができた。

・クラスの人が理解しやすいように、画像を取り入れるなど、工夫しました。

・分析解釈する力、まとめる力 

・時間配分など時間の使い方が上手くなりました。

・実験結果の信憑性を考える力、実際の事象から考察を行う力 

・レポートでまとめることで頭に入りやすくなりました。

（生徒記述を原文のまま記載） 

図14 質問項目14回答抜粋：テキストマイニング（ユーザーローカル）を用いた10行ダイジェスト要約 
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質問項目 15．本年度使用した「デジタルポートフォリオでの学びの振り返り（学びログの作成）」について，昨年度と比べての感想を教えて

ください．（自由記述） N=75  

・スプレッドシートを使えるようになって時間短縮になったので良かったです。  

・まとめやすくなった。、過去の振り返りがしやすくなった。  

・ロイロノートよりも重くないので、やりやすかった。  

・デジタルポートフォリオが振り返りやすくなっていたと思う。  

・データが軽くなったのでスピーディーになり、やりやすくなった。  

・自分がどんな状況なのかが分かりやすくなっていたと思います。  

・でもデジタルポートフォリオだと、まとめやすく、提出しやすかった。  

・一目で分かりやすくまとめられているから見返しやすかった。  

・iPad で打ち込むのも良いですがやはりアナログが良いです。 

・ロイロノートで重すぎて動かなくなる問題などは解消され行いやすくなった。 

（生徒記述を原文のまま記載） 

図15 質問項目15回答抜粋：テキストマイニング（ユーザーローカル）を用いた10行ダイジェスト要約 

 

らに「学び合いによる学習者中心の学習」「他者との

交流で自分の考えを表現する学習」「実験・観察を中

心とした学習」「パフォーマンス課題や SDGsなど社会

や日常の問題に取り組む学習」であった．これらの項

目は天井効果が見られた項目である．このことから，

エージェンシーを発揮する力の育成には，学習者自身

が学びの自己選択・自己決定・自己調整する活動が有

効であると考える． 

 また，質問項目 14 の結果（図 14）より，回答 8)，

7)を合わせたの子ども主導の活動が 66%であった.こ

のことは，昨年度の課題であった教師主導の内容が改

善され，生徒の当事者意識の醸成につながったものと

考える． 

2．探究の型を用いた授業設計について 

質問 7の結果（図 12）より，「とても有効だった」

「まあまあ有効だった」を含めた全体的に肯定的な回

答の割合が 63%であることから，探究の型をフレーム

ワークとして用いることはエージェンシーを発揮す

る力の育成にある程度の有効性があることがわかる．

また，質問14の結果（図14）より，「問題発見、自分

の予想、結果、分析…という流れを通したレポート作

成によってその流れがごく普通になり、どの教科でも

似たような感じで考えれるようになった」「実験結果

の信憑性を考える力、実際の事象から考察を行う力が

身についた」などの記述にあるように，探究する能力

や態度を身に付けることにつながったと考える． 

3．一人一台端末を活用した評価とフィードバックの

工夫 

質問15の結果（図15）で「時間短縮になった」「回

答がスムーズになった」「一目でわかるようになった」

と記述にあるように，作業のストレス感の解消には一

定の効果が見られたことがわかる． 

しかし，課題として，質問 7の結果（図 12）より，

「とても有効だった」「まあまあ有効だった」を含めた

全体的に肯定的な回答の割合が 33%であり，他の質問

項目と比較して低くなっていることがあげられる．こ

の理由として，生徒は，振り返りの活動が学習者自身

のための活動ではなく，教師のための形成的評価（課

題提出への義務感）と捉えているのではないだろうか．

今後は，デジタルポートフォリオでの学びの振り返り

が，学習者自身の学びの有用性として感じられる活動

になるよう改善・検討する必要がある． 

 

Ⅴ.おわりに 

これまでも真木ら（2021，2022）や中村ら（2021）

が報告しているように，他の教科・科目の内容や異校

種間連携を促す実践を行ってきている． 

本研究では，エージェンシーを発揮する力の育成に

おいて「学び合いによる学習者中心の学習」「他者と

の交流で自分の考えを表現する学習」「実験・観察を

中心とした学習」「パフォーマンス課題や SDGsなど社

会や日常の問題に取り組む学習」などの学習者自身が

学びの自己選択・自己決定・自己調整する活動が有効

であることがわかった． 

また，探究的・教科横断的な学習に取り組むことは，

自分のこれまでの経験や他教科の技能など，自分や他
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者の強みを生かして，問題追究の際の根拠として活用

したり，考えを比較・関連させて新たなアイデアを創

造したりすることするなど，「探究する能力や態度を

身に付けること」「生徒の当事者意識の醸成（自分の学

びを，自分ごと，自分たちごととして考えること）」に

効果的であることがわかった． 

本年度使用した Google スプレッドシートを用いた

評価方法では，生徒の有用感は高まらなかった． 今後

は，「教師のための評価」から「生徒のための評価」に

なるよう，一人一台端末を活用した評価とフィードバ

ックの工夫について更なる研究を進めていきたい． 
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